
���

　
問
　
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
増
車
の

た
め
に
も
、
オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
の

指
定
を
受
け
、
国
の
支
援
体
制
を
確

保
し
て
は
。�

　
答
　
全
国
で
八
都
市
が
国
の
指
定

を
受
け
て
い
る
。
本
市
で
も
市
民
の

利
便
性
向
上
や
障
害
者
・
高
齢
者
の

社
会
参
加
の
基
盤
づ
く
り
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、
公
共
交
通
機
関
の
役
割

を
重
視
し
て
お
り
、
計
画
策
定
の
前

提
と
な
る
バ
ス
事
業
者
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
等
を
終
え
、
現
在
、
国
や
県
、

警
察
、
道
路
管
理
者
、
バ
ス
協
会
な

ど
で
構
成
す
る
協
議
会
設
立
に
向
け

た
調
整
を
行
っ
て
い
る
。�

���

　
問
　
岡
山
国
体
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
道
路
・
公
園
の
清
掃
、
植
栽
の

管
理
等
を
地
域
住
民
と
協
働
で
行
う

ア
ダ
プ
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
地
域
里
親

制
度
）
を
取
り
入
れ
て
は
。�

　
答
　
ア
ダ
プ
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
面
だ
け
で
な

く
、
国
体
開
催
後
の
持
続
可
能
な
環

境
保
全
活
動
等
に
も
有
効
と
考
え
る
。�

市
民
や
各
種
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
清
掃
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
平
成
　
年
度
に
市
民

運
動
推
進
基
本
計
画
を
作
成
し
、
　

年
度
に
は
市
民
運
動
推
進
協
議
会
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
基
本

計
画
を
作
成
す
る
中
で
、
関
係
団
体�

等
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。�

���

　
問
　
西
川
緑
道
公
園
の
開
園
二
十

五
周
年
を
機
に
、
夜
間
で
も
明
る
く

安
全
で
魅
力
的
な
公
園
と
な
る
よ
う

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
は
。�

　
答
　
多
く
の
利
用
者
の
声
が
あ
る

た
め
、
人
通
り
で
に
ぎ
わ
う
下
石
井

公
園
近
辺
の
川
沿
い
を
手
始
め
に
、

平
成
　
年
５
月
末
頃
か
ら
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
し
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
事
業
者
が
広
告
収
入
を
赤
字�

路
線
の
存
続
や
停
留
所
の
整
備
に
充

当
で
き
る
よ
う
、
路
線
バ
ス
等
へ
の

大
型
広
告
の
掲
示
を
積
極
的
に
認
め

る
考
え
は
。�

　
答
　
今
後
は
美
観
と
安
全
性
と
い

う
二
つ
の
視
点
を
念
頭
に
、
積
極
的

な
規
制
へ
と
方
向
転
換
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
車
体
全
面
広
告
等

の
広
告
収
入
が
、
赤
字
路
線
維
持
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
停
留
所
に
つ
い
て
も
、
側
面

広
告
の
収
入
に
よ
り
、
屋
根
や
ベ
ン

チ
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
の
効
果
が
期

待
で
き
る
。
屋
外
広
告
物
審
査
会
の

議
決
を
経
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
な
が
る
方
向
性
を
追
求
し
て
い

き
た
い
。�
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編
集
後
記�

　
木
々
の
緑
が
深
ま
り
、
さ
わ
や

か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。�

　
さ
て
、
２
月
定
例
会
で
は
、
Ｉ

Ｔ
化
へ
の
取
り
組
み
を
初
め
と
し

た
市
民
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い

重
要
課
題
に
対
し
て
熱
い
論
戦
を

繰
り
広
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
模

様
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
り
直

接
お
茶
の
間
に
お
届
け
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
広

報
媒
体
を
活
用
し
、
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。�

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
　
か

ら
６
月
　
日
　
ま
で
開
催
の
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

25
�

（金）�

（月）�

い
る
。
育
児
、
就
労
、
男
女
共
同
参

画
等
多
面
的
な
観
点
か
ら
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
幼
少
期
か
ら
の
食
農
教
育
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
の
取
り
組
み
は
。�

　
答
　
食
農
教
育
は
、
地
域
特
性
や

健
康
、
学
校
と
地
域
の
交
流
と
い
っ

た
面
か
ら
も
重
視
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
現
在
小
学
校
、
保
育
園
三
十�

五
校
で
実
施
し
て
い
る
稲
作
な
ど
の

学
童
農
業
体
験
事
業
を
、
平
成
　
年

度
で
は
幼
稚
園
、
中
学
校
も
含
め
五

十
校
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
市
立
病
院
の
①
地
方
公
営
企�

業
法
の
全
部
適
用
に
よ
る
経
営
改
善

状
況
と
評
価
は
②
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効

果
は
。�

　
答
　
①
平
成
　
年
度
末
で
六
億
四

千
万
円
程
度
の
単
年
度
赤
字
を
見
込

ん
で
い
る
が
、
例
年
に
比
べ
四
億
数

千
万
円
改
善
さ
れ
て
お
り
、
経
営
能

力
と
医
学
的
知
識
を
兼
ね
備
え
た
病�

院
事
業
管
理
者
の
手
腕
を
評
価
し
て

い
る
②
事
務
処
理
の
迅
速
化
や
単
純

ミ
ス
の
防
止
、
患
者
の
待
ち
時
間
短

縮
な
ど
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

　
年
度
は
入
院
分
、
　
年
度
以
降
は

外
来
分
で
年
次
的
に
導
入
し
て
い
き

た
い
。�
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�
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�
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�

国
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市
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美
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運
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推
進
�

西
川
緑
道
公
園
�

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
開
始
�

大
型
広
告
の
規
制
緩
和
で
�

バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
�
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◆
新
風
会
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脱
会
　
　
　
則
武
伸
一
郎
�

会
派
の
異
動�


